
やはりＦＲＰは
２ＰＬＹ！

今年もやります！
「
足
場
パ
ッ
ク
」の
ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
２
Ｐ
Ｌ
Ｙ
標
準
」で

　強
度
・
安
心
確
保
！

早
く
も

防
蟻
処
理
・
腐
朽
菌
対
策

の

問
い
合
わ
せ
・
依
頼
が

集
中
！
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笠
井
輝
夫

　
剣
豪
・
宮
本
武
蔵
の
著

書『
五
輪
書
』（
ご
り
ん
の

し
ょ
）
に
「
千
日
の
稽
古

を
も
っ
て
鍛
と
し
、
万
日

の
稽
古
を
も
っ
て
練
と
す
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
鍛
」
に
は
千
日
（
約
三

年
）
を
要
し
、
「
練
」
に

は
万
日
（
約
三
十
年
）
を

要
す
る
と
い
う
例
え
で
あ

り
、
継
続
的
な
努
力
・
精

進
が
い
か
に
大
事
で
あ
る

か
を
説
い
た
言
葉
で
す
。

「
鍛
」
は
基
礎
が
定
着
す

る
こ
と
、
「
練
」
は
一
つ

の
道
と
し
て

揺
ぎ
無
く
完

成
す
る
こ
と

な
の
で
す
。

　
似
た
言
葉

に
「
鍛
錬
」
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
元
々
金
属
を

鍛
え
る
言
葉
で
す
。
鍛
冶

屋
が
武
器
な
ど
を
つ
く
る

場
合
、
鉱
石
か
ら
金
属
成

分
を
取
り
出
し
鋳
物
な
ど

に
し
ま
す
。
さ
ら
に
叩
い

た
り
温
め
た
り
焼
い
た
り

冷
や
し
た
り
し
て
鍛
え
る

の
で
す
が
、
人
間
が
心
身

を
鍛
え
物
事
を
身
に
つ
け

る
こ
と
の
鍛
練
に
つ
な
が

る
の
で
す
。
ま
さ
に
、
努

力
の
積
み
重
ね
ほ
ど
良
い

習
慣
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
成
長
過
程
の

途
上
に
こ
そ
、
自
分
を
鍛

え
て
く
れ
る
機
会
が
あ
り
、

そ
の
機
会
こ
そ
が
最
高
の

鍛
練
の
道
場
と
な
る
の
で

す
。

　
し
か
し
、
継
続
す
る
こ

と
は
、
言
う
は
易
し
行
う

は
難
し
で
、
な
か
な
か
実

行
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
ら
ば
、三
日
坊
主
を

繰
り
返
す
こ
と
で
も
鍛
練

が
で
き
ま
す
。
い
く
ら
な

ん
で
も〝
一
日
坊
主
〟で
は

困
り
ま
す
が（
笑
）、例
え

三
日
し
か
続
か
な
い
こ
と

で
も
、一
日
休
ん
で
も
う

一
度
三
日
や
る
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、一
年
三
六
五

日
の
う
ち
の
四
分
の
三
の

二
七
三
日
は
鍛
練
が
で
き

る
の
で
す
。

　
継
続
し
て
行
う
努
力
に

は
、
必
ず
目
標
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
の
目
標
は

自
分
で
決
め
る
こ
と
が
肝

要
で
す
。

　
自
分
で
決
め
た
こ
と
す

ら
で
き
な
い
の
で
は
、
そ

こ
に
何
の
価
値
も
見
出
せ

ま
せ
ん
。
強
制
さ
れ
た
目

標
に
は
苦
痛
し
か
な
く
、

喜
び
や
成
果
な
ど
は
生
ま

れ
て
こ
な
い
か
ら
で
す
。

当
然
心
の
充
足
も
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
で
は
何
の
価

値
も
作
れ
ま
せ
ん
。

　
目
標
な
く
し
て
努
力
な
し
。

　
努
力
な
く
し
て
成
果
な
し
。

　
成
果
な
く
し
て
分
配
な
し
。

　
分
配
な
く
し
て
満
足
な
し
。

　
こ
れ
は
、

目
標
達
成

の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
サ

イ
ク
ル
で

す
が
、
目
標
は
達
成
さ
せ

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

　
常
に
高
い
目
標
を
掲
げ
、

挑
戦
意
欲
を
燃
や
し
、
逆

境
や
困
難
に
立
ち
向
か
い
、

克
服
す
る
途
上
や
過
程
が
、

ま
さ
し
く
鍛
練
の
道
場
で

あ
り
、
そ
こ
に
喜
び
と
輝

か
し
い
自
己
成
長
が
あ
る

の
で
す
。

黒須成美さんのロンドン五輪出場後援会発足
既存住宅の長期優良住宅基準 2013年度までに整備
『SS-ダンパー』で首都直下型地震に備える！

　
躍
進
は
毎
年
、
四
月
か
ら
、

リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
提
案
『
足

場
パ
ッ
ク
』
の
ス
プ
リ
ン
グ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
い
た

し
ま
す
が
、
も
う
既
に
、
お

施
主
さ
ま
か
ら
、
シ
ロ
ア
リ

対
策
、
腐
朽
菌
対
策
の
お
問

い
合
わ
せ
や
ご
依
頼
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
「
シ
ロ
ア
リ
保

証
」
は
五
年
で
終
了
す
る
の

で
す
が
、
保
証
期
間
が
明
け

て
、
そ
れ
ほ
ど
経
っ
て
い
な

い
と
「
ま
だ
シ
ロ
ア
リ
対
策

を
し
な
く
て
も
大
丈
夫
な
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
気
持

ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
段
階
で
は
、
全
体
の
三

分
の
一
の
お
施
主
さ
ま
し
か
、

防
蟻
処
理
の
再
施
工
を
し
な

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
防
蟻
処
理
後
一

〇
年
目
と
な
る
と
、
や
は
り

シ
ロ
ア
リ
対
策
の
必
要
性
が

気
に
な
る
も
の
で
す
。
昨
年

は
、
防
蟻
処
理
施
工
一
〇
年

目
の
お
施
主
さ
ま
か
ら
た
く

さ
ん
の
再
施
工
の
ご
依
頼
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
躍
進
が
用
い
て
い
る
防
蟻

薬
剤
は
天
然
ピ
レ
ト
リ
ン
を

主
成
分
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
除
虫
菊
の
花
か
ら
抽

●�

人
に
優
し
い
天
然
ピ

レ
ト
リ
ン
を
使
用

出
し
た
成
分
で
、
主
に
蚊
取

り
線
香
の
原
料
な
ど
に
用
い

ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
化
学
合
成
さ
れ
た
薬
剤
と

は
違
い
、
あ
く
ま
で
天
然
成

分
で
す
の
で
安
全
性
が
極
め

て
高
く
、
シ
ロ
ア
リ
に
対
し

て
十
分
な
忌
避
効
果
が
あ
る

に
も
拘
わ
ら
ず
、
天
然
素
材

だ
か
ら
人
体
へ
の
影
響
も
少

な
い
。
さ
ら
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
で
、
効
果
と
安
全
性
、
経

済
性
の
三
つ
を
同
時
に
成
立

さ
せ
た
薬
剤
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
、
木
材
腐
朽
菌
に
も

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
不
要
な

水
分
に
よ
っ
て
腐
朽
菌
が
繁

殖
し
、
木
材
の
主
成
分
で
あ

る
セ
ル
ロ
ー
ス
や
ヘ
ミ
セ
ル

ロ
ー
ス
な
ど
を
分
解
し
て
木

材
を
多
孔
質
に
変
化
さ
せ
強

度
を
下
げ
る
の
で
す
。

　
シ
ロ
ア
リ
や
腐
朽
菌
に
は
、

先
手
、
先
手
で
手
を
打
つ
の

が
一
番
。
お
問
い
合
わ
せ
は

躍
進
ま
で
お
気
軽
に
。

不気味にうごめくシロアリ

蟻害にあった束は、ドライバーでちょ
っと突いただけで、簡単に穴が開く。



設計　商業施設・プロデュース　インテリアコーディネーター

不動産売買・仲介・リニューアル（プランニング・施工）　不動産再活（再生・活用）
コンサルティング業務（資産価値の最大化、相続対策、資産運用、事業承継対策、
M&A、住宅ローンアドバイザー、不動産管理）
ファイナンシャルプランニング

弁護士、公認会計士、税理士、司法書士、ファイナンシャルプランナー（ＣＦＰ、ＡＦＰ）

設 計 事 業

不動産事業

提携先

株式会社 ヤクシンジャパン
〒３３７─００４３ 埼玉県さいたま市見沼区中川１０６─１
048─688─6111　048─680─7615

不動産の資産価値を高めるための
総合プロデュースを担う「コラボレーションシステム」

再活と「ビル守り」はおまかせください。再活と「ビル守り」はおまかせください。
再生・活用

祝 ロンドン五輪出場
（近代五種競技）

黒須成美さん
後援会発足後援会発足
ただいま会員募集中！

（2）2012 年（平成 24年）3月 1日（木） 月刊　住宅情報誌　躍進

　
第
十
四
期
出
陣
式
で
は
、

笠
井
社
長
の
友
人
で
あ
る
黒

須
秀
樹
さ
ん
（
茨
城
県
西
プ

レ
カ
ッ
ト
協
同
組
合
理
事
）

の
ご
息
女
・
成
美
さ
ん
の
近

代
五
種
競
技
に
よ
る
ロ
ン
ド

ン
五
輪
出
場
の
報
告
と
寄
付

の
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
正
式
に
後

援
会
が
発
足
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
別
紙
の

申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項

を
お
書
き
込
み
の
上
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
成
美
さ
ん
が
近
代
五
種
競

技
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
権

を
獲
得
し
た
の
は
、
日
本
人

女
性
初
の
快
挙
で
あ
り
、
大

学
時
代
近
代
五
種
学
生
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
で
あ
っ
た
父
・
黒

須
秀
樹
さ
ん
が
、
娘
の
コ
ー

チ
と
し
て
指
導
に
当
た
り
、

親
子
二
人
三
脚
で
勝
ち
取
っ

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
権
で

あ
り
ま
す
。

　
笠
井
社
長
は
、
秀
樹
さ
ん

が
、
こ
れ
ま
で
成
美
さ
ん
と

二
人
三
脚
で
や
っ
て
き
た
経

緯
を
知
っ
て
い
る
だ
け
に
、

是
非
応
援
し
た
い
、
盛
り
上

げ
て
行
き
た
い
と
言
う
気
持

ち
か
ら
、
秀
樹
さ
ん
、
成
美

さ
ん
が
茨
城
県
出
身
で
あ
る

た
め
、
二
人
を
連
れ
橋
本
昌

茨
城
県
知
事
の
表
敬
訪
問
と

い
う
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
日
本
に
と
っ
て

も
名
誉
な
事
で
あ
り
、
国
民

に
元
気
を
、
子
供
た
ち
に
も

夢
を
届
け
、
与
え
る
事
が
出

来
る
と
考
え
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
応
援
団
、

後
援
会
等
を
設
立
し
て
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
送
り
出
し
た

い
の
で
、
皆
さ
ん
応
援
の
程

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ナポレオンのフランス軍に由来する近代五種競技とは
　1人で射撃・フェンシング・水泳・馬術・ランニングの5競技をこなし、順位
を決める複合競技。
　19世紀、ナポレオン時代のフランスで、敵陣を突っ切って自軍まで戦果
を報告することを命令されたフランスの騎兵将校が、馬で敵陣に乗り込み

（馬術）、途中の敵を銃と剣で討ち倒し（射撃・フェンシング）、川を泳いで渡り
（水泳）、丘を越えて走りぬけた（ランニング）、という故事を元に、近代オリン
ピックの創立者であるクーベルタン男爵が古代ギリシアで行われていた古
代五種（レスリング・円盤投・やり投・走幅跳・短距離走）になぞらえた近代五
種として競技化を提案したのが始まりと言われています。1912年の第5回
ストックホルムオリンピックにおいて種目に採用されました。
　日本では、1959年に日本近代五種競技連合の結成以降、1960年第17
回ローマオリンピックから1992年バルセロナオリンピックまで毎回五輪
出場を果たしていました。1996年アトランタオリンピック以降は2000年
シドニーオリンピックで正式種目となった女子も含め、五輪への出場権を逃
していましたが、2008年北京オリンピックに村上佳宏が16年ぶりに出場
し、31位となりました（ウィキペディアより）。

橋本昌茨城県知事を表敬訪問（左から、笠井社長、成美さん、橋本昌知事、成美さんの
父・黒須秀樹さん）。茨城県出身の成美さんの活躍に、橋本知事も大いに期待を寄せた。

テ
レ
ビ
朝
日「
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

に
も
出
演
。（
写
真
中
・
下
）日
本
人

女
性
初
の
快
挙
と
し
て
賞
賛
さ
れ
た
。



国交省

二
〇
一
三
年
度
ま
で
に

整
備

二
〇
一
三
年
度
ま
で
に

整
備

既
存
住
宅
の
長
期
優
良
住
宅
基
準
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ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ュ
ー
ス
・
新
製
品
・
政
策
・
経
営
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
中
古
住
宅
流
通
や
リ
フ
ォ

ー
ム
市
場
の
拡
大
に
向
け
た

施
策
プ
ラ
ン
を
検
討
す
る

「
中
古
住
宅
・
リ
フ
ォ
ー
ム

ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
検
討
会
」

は
二
月
二
十
日
、
六
回
目
の

会
合
を
開
き
、
プ
ラ
ン
策
定

に
向
け
た
最
終
的
な
議
論
を

行
い
ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
側
が
提
示
し

た
案
に
は
、
既
存
住
宅
を
長

期
優
良
住
宅
と
し
て
評
価
・

認
定
す
る
基
準
や
そ
の
手
法

な
ど
を
二
〇
一
三
年
度
ま
で

に
整
備
す
る
こ
と
や
、
新
築

住
宅
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
の
「
見
え
る
化
」
を
二

〇
一
二
年
度
中
に
具
体
化
す

る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

　
同
省
は
、
同
日
の
議
論
も

踏
ま
え
、
正
式
な
プ
ラ
ン
を

三
月
中
に
決
定
・
公
表
し
ま

す
。

　
同
プ
ラ
ン
の
策
定
に
向
け

て
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会

（
日
弁
連
）
が
、
宅
建
業
者

や
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
に
加
入

を
義
務
付
け
る
賠
償
責
任
保

険
制
度
の
創
設
や
、
す
べ
て

の
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
に
対
し

建
設
業
許
可
を
求
め
る
よ
う

建
設
業
法
を
改
正
す
る
こ
と

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
要
望
書

を
二
月
十
日
付
で
提
出
。
六

回
目
の
会
合
で
も
、
神
埼
哲

委
員
が
再
度
、
要
望
書
と
同

様
の
内
容
の
意
見
を
述
ま
し

た
。

　
省
エ
ネ
法
の
改
正
に
向
け

た
議
論
を
行
っ
て
い
た
総
合

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
は
二
月

十
三
日
、
中
間
と
り
ま
と
め

に
向
け
た
大
詰
め
の
議
論
を

行
い
、
大
筋
で
合
意
し
ま
し

た
。

　
電
力
ピ
ー
ク
時
に
系
統
電

力
使
用
を
低
減
す
る
需
要
家

の
取
り
組
み
を
評
価
、
支
援

す
る
仕
組
み
を
盛
り
込
む
こ

と
や
、
建
材
に
対
す
る
「
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
」
の
導

入
が
柱
と
な
り
ま
す
。

　
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見

な
ど
を
反
映
さ
せ
た
う
え
で
、

部
会
長
一
任
で
最
終
的
な
と

り
ま
と
め
を
行
い
、
一
般
か

ら
の
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
、

三
月
を
め
ど
に
省
エ
ネ
法
の

改
正
案
を
国
会
に
提
出
す
る

●�

省
エ
ネ
基
準
適
合

　
義
務
化

　�

省
エ
ネ
法
改
正
に
あ

わ
せ
工
程
を
明
確
化

予
定
で
す
。

　
今
回
の
改
正
案
に
は
、
住

宅
・
建
築
物
に
対
す
る
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
準
の
適
合
義
務

化
に
関
す
る
項
目
は
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
中
間

と
り
ま
と
め
で
は
、
二
〇
二

〇
年
ま
で
の
具
体
的
な
行
程

を
省
エ
ネ
法
改
正
に
あ
わ
せ

て
明
確
化
す
る
、
と
明
記
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
よ
り

も
少
し
踏
み
込
ん
だ
表
現
で
、

具
体
化
に
向
け
た
一
歩
を
示

し
ま
し
た
。

東日本大震災から１年

住宅業界には課題が山積されています。
　あの3.11東日本大震災から、もう１年が経ちますが、震災に加
えて放射線被害が加わり、東北地方では、未だ未曾有の苦しみが続
いています。首都圏にも直下型地震が発生する恐れもあります。
3.11を対岸の火事のように思ってはいけません。現状はこのよう
にあるのです。

27カ所で周辺より高い放射線量　砕石問題で
　福島県二本松市内の新築マンションなどで屋外よりも高い空間
線量が測定された問題で、経済産業省は2月15日、追跡調査の結
果を発表しました。原因と見られる砕石を使用した可能性が高い
1000カ所程度の現場のうち、これまでに150カ所で測定を行っ
た結果、27カ所で周辺と比べて高い放射線量が確認されました

（公表済みも含む）。その他の地域は周辺環境と同程度だったとい
われます。
　同省は今後、１週間ごとにとりまとめを行い、ホームページなど
で結果を公表していきます。

国交省、「復興まちづくり人材バンク」を構築
 　国土交通省はこのほど、東日本大震災の被災地の復興に向け、
まちづくりの専門家に関する情報を集約した「復興まちづくり人材
バンク」を開設しました。インターネット上で公開し、被災自治体な
どが復興計画を進めるために必要なまちづくり専門家を簡単に検
索できるようにすることが目的。2月13日から、同バンクへのまち
づくり専門家の情報登録を開始しました。集った情報は、内閣府の
専門家ポータルサイトに掲載します。
　一次登録の期限は2月29日でしたが、情報はその後も随時受け
付けています。
　対象となる人材は、民間コンサルタントや学識経験者、地方公共
団体ＯＢなど。まちづくりに関する専門的な知識や技術を有する
人を幅広く募集しています。
　登録の方法等、詳細については、（財）都市計画協会のウェブサイ
トに掲載しています。

「福島復興再生特別措置法案」を閣議決定
 　政府は2月10日、「福島復興再生特別措置法案」を閣議決定しま
した。東京電力福島第１原子力発電所の事故の影響で復興が遅れ
ている福島を支援するものです。公営住宅に避難者も住めるよう
にする特例措置や国が自治体の公共事業を代行できる制度などが
盛り込まれています。
　復興に向けた税制や規制、手続きの特例措置も設けます。再生可能
エネルギーの推進や高度医療技術など新たな産業の創出も進めます。

福島の森林、樹木内部にも放射性物質 東京農大が発表
 　東京農業大学の林隆久教授（バイオサイエンス学科）は2月1日、
福島県相馬地方の樹木の放射能汚染の状況について記者会見を行
い、サンプル採取した樹木の内部から放射性セシウムが検出され
たと発表しました。サンプル調査のうち最も高い数値を示したのは、
9月に南相馬市で採取したスギで、放射性セシウム濃度は1キロあ
たり2300ベクレルでした。
　同調査は、東農大の復興支援プロジェクトの一環として実施し
たもので、昨年9月から12月にかけ、南相馬市と相馬市、新地町の
7地区で実施。スギやヒノキなど約30本からサンプルを採取しま
した。各サンプルを年輪ごとに削り、それぞれの放射性セシウム濃
度を測定しました。
　放射性セシウムの濃度は、年輪ごとにばらつきがあり、9月に南
相馬市で採取したスギの2011年の年輪からは、1キロあたり
5430ベクレルの放射性セシウムが検出されました。
　一方、サンプルのなかには、放射性セシウムが検出されなかった
ものもあったといわれます。
　林教授は引き続き、樹木木部の放射性セシウムの動態解析や汚
染された樹木の安全性の実験などを行っていくとしています。
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お気軽にお問い合わせ・ご相談下さい。

をクリックして下さい。

躍
進
で
は

数
々
の
商
品
を
常
時

取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。
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プレカット事業
設 計 事 業
不 動 産 事 業
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防水　木材保存　外壁・屋根　塗装　地質調査・改良
基礎・スーパーエアドーム工法　建て方・大工
リニューアル・リフォーム　オール電化　太陽光発電
プレカット　建て方　大工工事
設計　商業施設　インテリアコーディネーター
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士／司法書士／ファイナン
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東北地区もエリアにおさめ

「百年企業」としての

機動力を確保！

躍進
営業所の所在地

3.11東日本大震災から１年

首都直下型地震木造住宅用制震装置

ＳＳ-ダンパー に備える!!

迫り来る

で

2012 年（平成 24年）3月 1日（木） 月刊　住宅情報誌　躍進 （4）

　
三
面
で
も
触
れ
て
お
り
ま

す
が
、
昨
年
三
月
十
一
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、

私
た
ち
に
多
く
の
犠
牲
と
と

も
に
、
大
事
な
教
訓
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　
震
災
に
は
、
備
え
あ
れ
ば

憂
い
な
し
と
し
て
、
住
宅
の

倒
壊
を
防
ぐ
「
制
震
装
置
」

と
し
て
、
躍
進
で
は
木
造
住

宅
用
制
震
装
置
『
Ｓ
Ｓ
　

―
　

ダ

ン
パ
ー
』
（
既
報
一
〇
四
号
、

一
〇
六
号
掲
載
）
を
ご
案
内

し
て
お
り
ま
す
が
、
既
に
多

く
の
お
施
主
さ
ま
に
支
持
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
『
Ｓ
Ｓ
　

―
　

ダ
ン
パ
ー
』
は
、

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
技
術

を
用
い
て
開
発
さ
れ
た
制
震

装
置
で
す
。
シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ

ソ
ー
バ
ー
の
技
術
を
用
い
て

お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
路
面

か
ら
受
け
続
け
る
衝
撃
を
吸

収
し
、
車
内
に
伝
え
な
い
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ

の
シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ
ソ
ー
バ
ー

の
技
術
に
、
制
震
装
置
と
し

て
効
果
的
な
機
能
に
加
え
、

建
物
の
揺
れ
を
大
幅
に
抑
制

し
ま
す
。

　
モ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
構
造
で
、

ル
・
マ
ン
二
四
時
間
耐
久
レ
ー

ス
や
Ｗ
Ｒ
Ｃ
な
ど
ラ
リ
ー
で

採
用
さ
れ
る
高
性
能
構
造
と

な
っ
て
い
ま
す
。
オ
イ
ル
シ

ー
ル
類
も
、
長
期
間
の
耐
候

性
能
を
持
つ
、
ビ
ル
や
橋
梁

で
実
績
の
あ
る
特
殊
素
材
を

利
用
し
て
、
木
造
建
築
用
部

材
を
専
用
設
計
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
用
を
は
る
か
に
上
回

る
高
性
能
の
オ
イ
ル
シ
ー
ル

類
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
他
社
製
品
に
は
、
正
立
状

態
で
し
か
取
り
付
け
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
温
度
変
化
に
補

償
（
対
策
）
が
な
か
っ
た
り
、

酸
化
し
や
す
か
っ
た
り
、
保

証
年
数
も
一
〇
年
程
度
だ
っ

た
り
と
十
分
な
性
能
を
保
持

し
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
『
Ｓ
Ｓ
　

―
　

ダ
ン
パ
ー
』

な
ら
安
心
。
六
〇
年
の
寿
命

設
計
で
、
二
〇
年
の
製
品
保

証
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
既
存
の
耐
震
工
法
に
『
Ｓ

Ｓ
　

―
　

ダ
ン
パ
ー
』
を
プ
ラ
ス

し
て
住
宅
性
能
ア
ッ
プ
。
お

問
い
合
わ
せ
は
躍
進
ま
で
。

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

技
術
を
応
用
し
た
国
産

の
油
圧
式
減
衰
方
式

ＳＳ-ダンパーで住宅性能をアップ！

   担　当

　ダンパー内のオイルが小さな穴を通過する

際の減衰力で揺れを抑えます。自動車のショッ

クアブソーバーと同じ原理をベースに、 住宅の

制震装置としての工夫を加えています。

　ピストンを特殊形状にして、 揺れの初期から

しっかり揺れを抑え、 揺れが大きくなっても減

衰力は変わらずに持続。 振動の全域で効くこ

とが大きなメリットです。

　経年変化やオイル漏れという、 オイルダン

パー特有のトラブルも回避される工夫もなされ

ています。

株式
会社 躍進

本　社　〒 337-0043　埼玉県さいたま市見沼区中川 106-1　℡ 048-688-3388　FAX048-680-7615
営業所　東京＝℡ 03-5211-1008　FAX 同 1009　神奈川＝℡ 0446-41-3006　FAX 同 3007　埼玉＝本社と同
千葉＝℡ 04-7162-7734　FAX 同 7735　水戸＝℡ 029-303-1788　FAX 同 1789　土浦＝℡ 029-804-3388
FAX 同 3399　栃木＝℡ 028-652-7307　FAX 同 7308　
URL ＝ http://www.yakushin-no1.jp  E-mail yakushin-no1@nifty.com

建物本体の耐震性に加え

震  動  を
吸収する制震をプラス

　　　　　特徴と他社製品との比較

●国産の油圧減衰方式です。

●取付はどの方向でもＯＫ。 他社製品の中には正

　立 （シャフトが上） 以外では機能しないものもあ

　ります。

●気温などの取付環境の温度変化 （マイナス

　20℃～ 80℃） に対する保証 （対策） があります。

●酸化しにくい構造です。

●工期は新築で 1.5 時間です。

●自動調心で取付前の全長確認や全長調整が不

　要です。

●理想の角度である４５度での取付が可能です。

●耐用年数は 60 年。 製品保証は 20 年。 他社

　製品には 10 年しか耐用しないものもあります。

●長期間の耐候性能を持つ、 ビルや橋梁で実績

　のある特殊素材を利用して木造建築用部材とし

　て専用設計されています。

　自動車用オイルシールを上回る高性能のオイル

　シールを採用しています。

木造住宅用
制 震 装 置


